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原としては EAの 5万 倍溶液及び tuberculop-
rotein(TP)の200倍液を使用した｡
結果は表に示 した通 りで,MC投与動物では,
EA に対する抗体の出現が明らかに抑制される
とゆう成績を得た｡ しかしその抑制効果は主と
して EA 2回感作群にみられたもので,EA威
作が3回に及ぶと,かえってその抗体価が高 く
現れる傾向が伺えた｡ この矛盾は,EA感作に
使用した adjuvautの,抗体産生臓器刺戟効果
によるもののようである｡即ち前回の実験で示
されたMCの リンパ組織障害効果は本実験では
出現せず,かえって牌, リンパ腺の肥大を示す
動物が,抗原刺戟の後に現れた｡組織学的にこ
れを検すると,これ らの肥大臓器には幼君骨髄
球が多数に出現し,その一部では恰も類白血病
的増殖が示された｡ これらの変化は,adjuvant
に含有されている結核死菌の刺戟によって窟さ
れたものと推察されるのであって,これが MC
処置動物の低免疫能状態を明らかにしようとし
た本実験の主要な障害となって現れた｡ しかL
completeadjuvantの幼若動物注射によって斎
されるこの類白血病性の変化自体は,新 しく提
起された別の問題である｡発癌剤の注射で惹起
される低免疫状態と発癌との関連を明らかにし
ようとする本実験の手技の改善と共に,この類
白血病性変化のその後の進展が,残された問題
として今後研究対象となるであろう｡
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